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わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり平平成22平成22年年８８月月 第133号（2第133号（2））

29億799万円
財政調整基金積立金1億4,600万円

平成22年第４回若桜町議会定例会は、６月

15日に招集され町長から提出された13

議案、議員提出議案９議案を慎重審議の

結果、全議案を可決し、６月18日に閉会

しました。

ૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄૄ

႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕႕

◆
若
桜
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等

育
児
又
は
介
護
を
行
う
労
働

者
の
福
祉
及
び
地
方
公
務
員

の
育
児
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
う
条
例
改
正
。

◆
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例

改
正
。

◆
若
桜
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

若
桜
町
特
別
職
報
酬
審
議

会
の
答
申
を
基
に
町
長
、
副

町
長
の
給
料
月
額
を

％
減

10

額
。

◆
若
桜
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

若
桜
町
特
別
職
報
酬
審
議

会
の
答
申
を
基
に
給
料
月
額

を

％
減
額
。

10

◆
若
桜
町
特
別
職
等
の
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
改
正
後
の
額
か
ら
町
長

は
給
料
月
額
を
８
％
、
副
町

長
、
及
び
教
育
長
は
給
料
月

額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
％
特
例
条

例
に
よ
り
削
減
。

ထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထထ

ॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳॳ

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
歳
入

分
担
金
及
び
負
担
金

４
６
６
万
円

国
庫
支
出

１
６
２
万
円

県
支
出
金

６
４
５
万
円

繰
越
金１

億
１
、
１
１
０
万
円

主
な
歳
出

議
会
費
人
件
費

万
円

25

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業万

円

25

若
桜
鉄
道
対
策
事
業

４
７
１
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
億
１
、
２
０
０
万
円

農
業
委
員
会
補
助
金

２
７
０
万
円

特
産
品
開
発
支
援
事
業
補

助
金

万
円

30

農
業
集
落
排
水
事
業
繰
出

金

△
６
８
０
万
円

農
村
整
備
事
業
補
助
金

２
４
０
万
円

道
路
維
持
費

１
３
５
万
円

町
道
補
修
費

１
０
０
万
円

町
道
新
設
改
良
事
業

万
円

42

外
国
語
活
動
拠
点
校
推
進

事
業

万
円

49

公
民
館
運
営
事
業

△
１
８
６
万
円

◆
若
桜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
主
な
歳
入

国
民
健
康
保
険
税３

２
９
万
円

一
般
会
計
繰
入
金１

２
６
万
円

前
年
度
繰
越
金△

２
１
１
万
円

主
な
歳
出

償
還
金

万
円

44

◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

歳

入

前
年
度
繰
越
金

万
円

１１

主
な
歳
出

一
般
会
計
繰
出
金

６
万
円

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

歳

入

前
年
度
繰
越
金

８
５
４
万
円

主
な
歳
出

予
備
費

８
５
１
万
円

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算

歳

入

前
年
度
繰
越
金

万
円

40

主
な
歳
出

予
備
費

万
円

39

◆
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正

予
算

主
な
歳
入

他
会
計
繰
入
金

万
円

79

主
な
歳
出

一
般
管
理
費

１
５
８
万
円

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

歳

入

繰
入
金

△
６
８
０
万
円

歳

出

農
業
集
落
排
水
事
業
総
務

費

△
６
８
０
万
円

◆
赤
松
団
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

繰
り
出
し
金
を
団
地
管

理
費
へ
と
変
更

例例例例例例例例例例例例例例例例例 議議議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会会会議 会

本会議場の様子

衛
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液
液
液
液
液
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臨
時
会

わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり（（（33））第133号第133号 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 平平成22年平成22年８８月月

一般会計予算総額
前年度繰越金は１億4,664万円・本年度

議
員
提
出
議
案

意
見
書
提
出

議
員
提
出
議
案
は
、
原
案

を
可
決
し
意
見
書
は
関
係
省

庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

◆
若
桜
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

若
桜
町
特
別
職
報
酬
審
議

会
の
答
申
を
基
に
報
酬
月
額

を

％
減
額
。

１０議
長

万
６
千
円

28

副
議
長

万
３
千
円

21

常
任
委
員
長万

５
千
円

20

議
運
委
員
長万

５
千
円

20

議
員

万
８
千
円

19

◆
可
燃
物
処
理
施
設
建

設
に
関
す
る
決
議

東
部
広
域
行
政
管
理

組
合
が
鳥
取
市
国
英
地

区
に
計
画
し
て
い
る
施

設
。

賛
成
討
論

２
名

反
対
討
論

２
名

採

決

賛
成
７
、
反

対
２
に
よ
り
可
決
。

平
成

年
５
月

日

22

27

平
成

年
第
３
回
若
桜

22

町
議
会
臨
時
会
は
、
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
町
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
１
議
案
を
慎

重
審
議
の
結
果
、
可
決
し
ま

し
た
。条

例

◆
若
桜
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

医
療
費
の
増
加
、
景
気
低

迷
等
に
よ
る
所
得
の
減
少

に
伴
う
、
国
保
会
計
の
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
改
善
を
図
る

た
め
、
保
険
税
率
を
現
状
よ

り

・
５
％
上
げ
る
も
の
。

13
賛
成
討
論

２
名

反
対
討
論

１
名

採

決

賛
成
７
、
反
対
２

に
よ
り
可
決
。

平
成

年
７
月
１
日

22

平
成

年
第
５
回
若
桜
町

22

議
会
臨
時
会
は
、
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
町
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
２
議
案
、
議
員
提
出

議
案
１
議
案
を
慎
重
審
議
の

結
果
、
可
決
し
ま
し
た
。

予

算

◆
平
成

年
度
一
般
会
計
補

22

正
予
算
（
第
３
号
）

非
常
備
消
防
費
の

万
円

48

を
増
額
し
、
予
備
費
の

万
48

円
を
減
額
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
事

業
）を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
の
た
め
。

工
事
契
約
金
額

７
億
８
、
２
２
５
万
円

◆
小
中
一
貫
校
調
査
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て

小
中
一
貫
校
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行

う
も
の
。

議
員
提
出
議
案

6666666666666666 月月月月月月月月月月月月月月月月6 月 定定定定定定定定定定定定定定定定定

○
備
蓄
米
買
い
入
れ
と
米
価

の
回
復
・
安
定
を
求
め
る

意
見
書

○
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正

と
安
定
雇
用
の
創
出
、
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

○
保
育
所
最
低
基
準
の
堅
持

と
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

小中一貫校の増築予定地

◆
公
共
交
通
調
査
特
別
委
員

会
の
調
査
研
究
に
つ
い
てIP告知端末機の説明の様子
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（（4（4））

６月定例会の一般質問６月定例会の一般質問はは、、６６月月1616日に日に
３３人の議員が町政の課題について質問人の議員が町政の課題について質問しし
ましたました。。
質問の要旨と町長他の答弁を要約質問の要旨と町長他の答弁を要約しし

て紹介しますて紹介します。。

介
護
度
認
定
は
利
用
者
、

家
族
の
立
場
で

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

Ｑ

四
月
一
日
現
在
、
要
介

護
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
は
２
４
０
名
と
の
こ
と
で

す
が
、
一
月
末
時
点
で
そ
の

内

名
の
方
が
制
度
を
利
用

３４
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
方
々
へ
の
対
応
は
ど

の
様
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
家

庭
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
は
、
長
期
入
院
中
の
方
、

家
族
の
支
援
に
よ
り
日
常
生

活
に
支
障
の
な
い
方
な
ど
と

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
度
更
新
時
に

は
本
人
と
会
い
、
町
内
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
施

設
の
紹
介
、
サ
ー
ビ
ス
希
望

の
場
合
は
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

昨
年
度
第
４
期
の
介
護

認
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、介
護
度
引
き
下
げ
、

認
知
症
の
方
が
非
該
当
に
な

る
等
の
問
題
が
発
生
し
、
国

の
再
三
の
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
昨
年
４
月
か
ら
１０

月
ま
で
の
、
訪
問
調
査
、
認

定
結
果
等
に
係
る
問
題
、
事

例
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A

国
の
経
過
措
置
（
見
直

し
）
は
、
昨
年
の
４
月
か
ら

９
月
ま
で
の
期
間
で
す
。
更

新
認
定
の
際
、
申
請
前
（
昨

年
３
月

日
以
前
）
の
要
介

３１

護
状
態
区
分
を
希
望
す
る
か

ど
う
か
の
確
認
を
し
ま
し
た

が
、
認
定
区
分
に
特
に
異
議

は
な
か
っ
た
と
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

Ｑ

こ
の
間
の
介
護
報
酬
引

き
上
げ
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
時
間
や
回
数
が
減
っ
た
、

あ
る
い
は
区
分
限
度
額
を
超

え
、
利
用
者
自
己
負
担
が
増

え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
若
桜
町
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
高
齢
者
の
老
老

介
護
、
要
介
護
の
一
人
暮
ら

し
の
方
へ
自
己
負
担
１
割
分

の
軽
減
を
図
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
如
何
で
す
か
。

小
林
町
長

A

現
在
の
と
こ
ろ
限
度
額

を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
希
望

す
る
方
が
無
く
、
報
酬
改
定

後
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
困
難

に
な
っ
た
と
い
う
苦
情
は
無

い
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

支
援
は
、
資
産
の
多
い
方
、

扶
養
者
が
あ
る
方
も
あ
る

等
々
、
高
齢
者
世
帯
を
理
由

と
し
た
軽
減
措
置
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

町
民
本
意
の
選
挙
に
！

運
営
改
善
を

Ｑ

若
桜
町
で
は
、
平
成
１９

年
７
月
の
参
議
院
選
挙
か

ら
、
町
内
投
票
所
が
従
来
の

か
ら
９
に
減
ら
さ
れ
ま
し

１８た
。
こ
の
間
の
選
挙
で
町
民

の
皆
様
が
ど
う
思
っ
て
お
ら

れ
る
か
把
握
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

武
田
勇
選
挙
管
理
委
員
長

A

選
管
で
は
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
聴
取
す
る
機
会

は
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
広

報
誌
、
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
委
員
の
該
当
啓
発
な
ど

町
民
の
ご
理
解
と
投
票
率
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成

年
か
ら
期
日
前
投

１５

票
も
始
ま
り
、
投
票
し
や
す

い
環
境
整
備
が
出
来
た
こ

と
、
有
権
者
減
少
、
投
票
事

務
効
率
化
、
行
革
の
観
点
か

ら
減
ら
し
た
わ
け
で
す
。

賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
に
は
見
直
し
の
趣
旨
を

理
解
し
て
頂
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

参
議
院
選
挙
、
衆
議
院
選
挙

が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
前
回
比
投
票
率
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。

一
方
こ
の
度
の
町
長
、
議

会
議
員
選
挙
は
前
回
と
比

べ
、
２
・
７
％
下
が
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
皆
様
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

投
票
所
数
が
半
減
し
た

わ
け
で
影
響
は
大
き
い
と
考

え
ま
す
。
谷
ご
と
の
交
通
手

中尾理明議員

段
を
と
っ
て
有
権
者
の
利
便

を
図
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

武
田
選
管
委
員
長

A

特
に
本
町
の
選
挙
は
冬

場
で
あ
り
積
雪
の
場
合
、
困

難
で
す
が
、
偏
っ
た
地
域
に

車
を
走
ら
せ
る
こ
と
は
適
切

で
は
な
く
、
県
の
選
管
の
指

導
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
と

し
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｑ

若
桜
町
で
は
、
町
の
ダ

ブ
ル
選
挙
に
つ
い
て
は
、
届

け
出
順
、
掲
示
箇
所
に
つ
い

て
は
、
選
管
委
員
長
が
く
じ

を
ひ
い
て
決
め
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
八
頭
町
、
旧
八
東
町

で
は
届
け
出
に
出
向
い
た
者

が
く
じ
を
ひ
い
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
民
本
位
の
立

場
か
ら
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
か
。

武
田
選
管
委
員
長

A

届
出
順
序
等
に
関
し

て
、
法
的
に
く
じ
を
引
く
者

の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
件
に
関
し
、
前
向
き
に

検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ひだまりdeほっこり教室の様子
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（（5（5））

各
集
落
に
リ
ー
ダ
ー
を

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

坂本 等議員

受
講
し
て
い
た
だ
き
、
村
づ

く
り
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

村
づ
く
り
を
や
っ
て
や
ろ

う
と
い
う
人
な
ら
高
齢
者
の

方
で
も
ど
ん
な
方
で
も
よ

い
。
町
は
ム
ー
ド
作
り
や
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
の
支

援
を
行
い
集
落
の
活
性
化
を

図
っ
て
行
き
ま
す
。

集
落
に
職
員
を

割
り
当
て

Ｑ

全
世
帯
の
実
態
把
握
の

た
め
に
職
員
を
各
集
落
に
割

り
当
て
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
集
落
担
当
者
と
し
て
活

性
化
計
画
を
樹
立
、
実
践
ま

で
行
う
の
か
構
想
を
伺
い
ま

す
。

小
林
町
長

A

職
員
の
育
成
の
場
と
す

る
と
と
も
に
１
つ
で
も
集
落

の
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
出

来
な
い
か
、
職
員
が
そ
の
集

落
の
実
態
、
悩
み
な
ど
肌
で

感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
集
落

と
の
係
わ
り
方
を
新
た
な
視

点
で
考
え
町
民
の
目
線
で
の

行
政
運
営
に
繋
が
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
各

集
落
に
担
当
職
員

名
を
配
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置
し
ま
し
た
。
期
間
に
つ
い

て
は
１
年
経
っ
て
か
ら
職
員

と
議
論
し
ま
す
。

５
、
０
０
０
円
相
当
の

特
産
品
を

Ｑ
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

に
よ
る
平
成

年
度
、

年

20

21

度
の
件
数
、
金
額
な
ど
の
状

況
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。
又
、
同
じ
方
が
連
続
し

て
寄
付
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
か
。

小
林
町
長

A

平
成

年
度
の
実
績

20

は
、

件
、
２
２
３
万
円
。

１６
年
度
は
、

件
、
２
０
８

21

10

万
円
。
毎
年
す
る
と
い
う
人

が
数
人
あ
り
ま
す
。

Ｑ

平
成

年
６
月
の
一
般

20

質
問
で
も
提
言
し
ま
し
た

が
、
寄
付
者
に
、
寄
付
金
控

除
適
用
下
限
額
の
、
５
、
０

０
０
円
に
相
当
す
る
町
の
特

産
品
や
、
町
内
施
設
利
用
券

等
を
贈
れ
ば
、
若
桜
町
の
ア

ピ
ー
ル
に
効
果
的
か
と
考
え

ま
す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

礼
状
は
印
刷
し
た
も
の
で

は
な
く
、
自
筆
で
寄
付
者
に

あ
っ
た
も
の
を
送
れ
ば
感
動

を
受
け
る
で
し
ょ
う
。

小
林
町
長

A

制
度
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
積
極

的
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

寄
付
金
は
、
寄
付
者
の
意

向
に
沿
っ
た
事
業
の
財
源
と

し
、特
色
あ
る
町
づ
く
り
や
、

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
な

ど
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
思
っ
て
い
た

だ
く
気
持
ち
を
大
事
に
し
、

今
回
提
案
の
「
ふ
る
さ
と
小

包
便
」
を
実
現
さ
せ
た
い
と

考
え
ま
す
。

町
有
林
の
管
理
を

計
画
的
に

Ｑ

町
有
林
５
２
４
ｈ
ａ
の

内
、
間
伐
を
要
す
る
８
令
級

以
上
の
も
の
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
年
次
計
画
を
作

成
し
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
所
見
を
伺
い
ま
す
。

小
林
町
長

A

年
度
に
森
林
施
業
計

21

画
を
策
定
し
て
お
り
、
３
０

０
ｈ
ａ
を

年
計
画
で
間
伐

10

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
農
林
振
興
に
３
名
を

雇
用
し
切
捨
て
間
伐
を
順
次

実
施
し
て
い
ま
す
。

近
藤
産
業
観
光
課
室
長

A

現
在
の
施
業
計
画
は
、

町
有
林
に
つ
い
て
も
ど
の
箇

所
を
何
年
度
に
間
伐
す
る
か

と
い
う
よ
う
な
５
カ
年
計
画

に
な
っ
て
い
ま
す
。

境
界
の
確
認
を

Ｑ

近
年
、
林
家
の
山
林
で

も
境
界
が
わ
か
り
に
く
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は

年
々
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
有
林
が
率
先
し
て
境
界
確

認
を
進
め
、
林
家
の
手
本
と

な
っ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。

小
林
町
長

A

年
ほ
ど
前
ま
で
は
担

15

当
者
が
い
て
確
認
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
町
有
林

の
仕
事
を
す
る
人
が
い
な
状

況
で
す
。
台
帳
が
あ
り
、
現

地
に
は
境
界
杭
が
打
っ
て
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
山
を
知

村
づ
く
り
の

ム
ー
ド
作
り
を

Ｑ

３
月
の
所
信
表
明
演
説

で
、
現
在
各
集
落
に
元
気
な

力
が
薄
れ
て
お
り
、
こ
れ
を

回
復
さ
せ
る
た
め
に
リ
ー

ダ
ー
を
計
画
的
に
育
成
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
構
想
を
伺
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
の
条
件
は
、
指

導
力
、
行
動
力
、
地
域
に
対

す
る
愛
情
、包
容
力
が
あ
り
、

人
間
的
に
信
頼
さ
れ
る
人
だ

と
思
い
ま
す
。小

林
昌
司
町
長

A

元
気
な
集
落
に
は
し
っ

か
り
と
世
話
を
さ
れ
る
方
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
元

気
の
出
る
講
座
を
開
催
し
、

各
集
落
の
担
い
手
候
補
者
に

間伐・巡検が必要な吉川（小坂谷）町有林

ら
な
い
の
が
現

実
で
あ
り
ま
す
。

確
認
を
す
る
こ

と
は
現
時
点
で

は
難
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す

が
、間
伐
す
る
と

き
に
境
界
の
確

認
を
し
て
い
く

方
法
を
取
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。
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（（（66））

Ｑ

一
般
財
団
法
人
へ
の
移

行
に
必
要
な
申
請
書
作
成
ま

で
に
、
申
請
時
に
必
要
な
添

付
書
類
「
定
款
の
変
更
の

案
」、「
最
初
の
評
議
員
の
選

任
方
法
」
な
ど
の
準
備
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
現
在
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

小
林
町
長

A

今
年
４
月
、
県
行
政
監

察
官
公
益
法
人
団
体
指
導
課

に
今
後
の
移
行
準
備
事
項
等

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
が
、

事
務
は
遅
れ
て
い
ま
す
。

本
年
７
月
か
ら
８
月
に

は
、
理
事
会
で
一
般
財
団
法

人
の
定
款
、
収
支
計
画
等
の

案
の
説
明
と
議
決
。
順
次
、

一
般
財
団
法
人
に
向
け
た
予

算
、決
算
の
書
式
に
修
正
や
、

評
議
員
の
選
任
方
法
案
の
議

決
を
す
る
よ
う
、

年
度
申

23

請
に
向
け
て
努
力
を
し
た

い
。

Ｑ

新
制
度
で
は
、
評
議
員

は
理
事
の
業
務
執
行
を
監
督

す
る
内
部
統
制
の
た
め
の
重

要
な
機
関
と
し
て
位
置
付

け
、
各
役
職
に
与
え
ら
れ
た

役
割
や
責
任
を
自
ら
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
責
任
が
重
く
な
る
と
就

任
の
辞
退
が
あ
る
の
で
は
と

心
配
し
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

小
林
町
長

A

私
も
、
す
ご
く
そ
う
い

う
面
で
は
心
配
を
し
て
い
ま

す
。
新
制
度
は
、
事
業
団
が

ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
い
く

と
い
う
面
も
し
っ
か
り
肝
に

命
じ
て
仕
事
を
し
た
い
。

Ｑ

事
業
団
は
、
ほ
と
ん
ど

が
指
定
管
理
者
の
業
務
で

す
。
昨
年
度
、
氷
太
く
ん
が

２
３
０
０
万
円
、
道
の
駅
が

５
３
０
万
円
の
赤
字
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
委
託
の

７
事
業
は
、
委
託
料
を
払
う

事
業
、
町
が
使
用
料
等
を
い

た
だ
く
事
業
に
区
別
し
管
理

運
営
を
す
る
方
法
が
、
責
任

を
明
確
に
さ
せ
、
事
業
ご
と

の
分
析
が
し
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
内
部
統
括
に
も
関
係

し
ま
す
が
、
指
定
管
理
の
あ

り
方
と
し
て
ど
う
お
考
え
で

す
か
。

小
林
町
長

A

確
か
に
赤
字
は
出
し
て

い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
に
現

場
の
方
で
は
や
っ
て
き
ま
し

た
。
即
座
に
返
答
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
の
質
問
し
っ
か
り

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。町

営
バ
ス
な
ど
の

利
用
者
の
声
の
把

握
と
改
善
を

Ｑ

落
折
・
吉
川
線
、

米

線
、
諸
鹿
線
、
デ
マ
ン
ド
便

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

小
林
町
長

A

５
月
末
ま
で
の
運
賃
収

入
は
、
町
営
バ
ス
２
路
線
が

２
４
５
万
円
余
で
、
年
間
で

は
当
初
よ
り

万
円
余
下
回
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る
１
０
８
５
万
円
余
と
推
計

し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
い
ま
ぁ
る

が
運
行
す
る
諸
鹿
線
は
、
９

万
円
余
で
当
初
見
込
み
を
上

回
り
ま
す
が
、
楽
観
視
で
き

な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
デ

マ
ン
ド
便
は
、

万
円
余
で

１７

当
初
予
測
を
下
回
っ
て
お

り
、
広
報
不
足
を
感
じ
て
お

ら
れ
ま
す
の
で
、
町
報
で
Ｐ

Ｒ
す
る
な
ど
支
援
を
考
え
た

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
推
移

を
注
意
深
く
見
守
り
た
い
。

Ｑ

い
か
に
利
用
を
し
や
す

く
す
る
か
が
課
題
の
１
つ
で

す
。バ

ス
と
汽
車
の
連
絡
が
悪

い
な
ど
運
行
時
間
の
問
題
、

通
学
時
の

米
口
下
車
で
の

混
雑
、
以
前
の
よ
う
な
国
道

号
以
外
は
ど
こ
で
も
乗
り

29降
り
可
能
な
運
行
な
ど
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
問
題
、
乗
り

継
ぎ
の
１
０
０
円
割
引
が
な

く
な
り
実
質
値
上
げ
と
な
っ

た
経
済
面
で
の
問
題
、
利
用

者
の
声
は
把
握
さ
れ
て
い
ま

す
か
。

小
林
町
長

A

改
善
策
は
即
答
で
き
ま

せ
ん
が
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
と
安
心
安
全
な
運
行

を
行
う
た
め
、
利
用
者
の
声

を
伺
い
た
い
。
ダ
イ
ヤ
の
改

善
、
便
数
の
増
、
利
用
料
金

は
、
担
当
課
で
整
理
検
討
し

て
い
ま
す
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、「
快

適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な

り
、
あ
り
が
た
い
」、
デ
マ
ン

ド
便
は
、「
本
当
に
助
か
る
」

「
こ
れ
が
な
か
っ
た
ら
若
桜

に
住
め
な
い
」
な
ど
の
声
を

聞
い
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
、
町
や
学
校
、

自
治
会
や
事
業
者
が
集
ま

り
、
利
用
を
ど
う
し
た
ら
い

い
か
考
え
る
こ
と
が
一
番
大

事
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
開
発
事
業
団
の
将
来
と

町
内
の
公
共
交
通
の
現
状
を
問
う

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

新
制
度
で
の
若
桜
町

観
光
開
発
事
業
団
の

将
来
は
如
何
に

Ｑ

平
成

年

月
、
新
公

20

12

益
法
人
制
度
が
施
行
さ
れ
、

年

月
末
ま
で
に
公
益
ま

25

11

た
は
一
般
財
団
法
人
に
移
行

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
未

申
請
だ
と
解
散
と
な
り
ま

す
。
当
事
業
団
は
、
ど
の
よ

う
な
方
針
で
す
か
。

小
林
昌
司
町
長

A

事
業
団
は
、
ほ
と
ん
ど

が
収
益
性
を
求
め
る
事
業
の

た
め
、
町
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
一
般
財
団
法

人
へ
の
移
行
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

上川裕見子議員

観光開発事業団事務局（氷太くん内）

わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり（（（77））第133号第133号 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 平平成22年平成22年８８月月

平
成

年
５
月

日
よ
り
、３
班

22

20

に
分
か
れ
て
、
各
集
落
に
赴
き
、
議

会
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

お
疲
れ
の
所
、多
数
ご
出
席
し
て
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。６

月
７
日
で
終
了
し
ま
し
た
。貴

重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ

き
、
た
だ
い
ま
、
ま
と
め
の
最
中
で

す
。

6月定例会において常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査が行われ次のとおり決定しました。

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願陳情書・請願書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果審査結果

審査結果付託委員会名陳情者等件 名受理年月日番 号

採 択総務産業
常任委員会

農民運動鳥取県連合会
東田 久

備蓄米買い入れと米価の
回復・安定を求める陳情

平成22年
５月26日

陳 情
第４号

不採択教育民生
常任委員会井上 洋「スカッシュ・コート」の

建設に関する陳情書
平成22年
５月26日

陳 情
第５号

不採択教育民生
常任委員会

全日本年金者組合鳥取県
本部
東部支部長 平尾 修

年金受給者資格期間の25
年から10年への短縮を求
める陳情

平成22年
５月27日

陳 情
第６号

不採択教育民生
常任委員会

日本の子供の未来を・守
る会

妹尾 順子

子ども手当の廃止を求める
意見書の提出に関する陳情書

平成22年
５月28日

陳 情
第７号

不採択総務産業
常任委員会

鳥取県労働組合総連合
議長 田中 暁

公契約条例制定等に関わ
る陳情書

平成22年
５月28日

陳 情
第８号

採 択総務産業
常任委員会

鳥取県労働組合総連合
議長 田中 暁

最低賃金法の抜本改正と
安定雇用の創出、中小企業
支援策の拡充・強化を求め
る陳情書

平成22年
５月28日

陳 情
第９号

採 択教育民生
常任委員会

自治労連鳥取県本部
執行委員長 植谷 和則

保育制度改革に関する意
見書提出を求める陳情書

平成22年
６月２日

陳 情
第10号

採 択総務産業
常任委員会

氷ノ山観光業者組合
副組合長 森岡 芳明

組合員一同

氷ノ山スキー場の冬季間にお
ける諸問題に関する陳情書
（お願い）

平成22年
６月３日

陳 情
第11号

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

第 １ 回

議議議会報告会報告会会
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わわわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり平平成22平成22年年８８月月 第133号（8第133号（8））

調査年月日 平成22年５月28日
調 査 地 町内の所管施設、事業の現地調査
調査事項及び概要
作業道繰越事業・延長路線について

概要要 香田、糸白見、久曽木、落折等作業道工事の進行状況、工事終了後の利用状況の確認香田、糸白見、久曽木、落折等作業道工事の進行状況、工事終了後の利用状況の確認。。
意意見見 作業道については早期発注で期限内完成の原則を守ること作業道については早期発注で期限内完成の原則を守ること。。

水切り方法については工法の検討が必要水切り方法については工法の検討が必要。。
氷ノ山スキー氷ノ山スキー場場

概概要要 氷太くんの２階宿泊部屋の窓枠の不良状態、体育館トレーニング室の利用調査氷太くんの２階宿泊部屋の窓枠の不良状態、体育館トレーニング室の利用調査。。
スノーピア管理棟周りの地盤沈下の現状調査スノーピア管理棟周りの地盤沈下の現状調査。。

意意見見 窓枠修繕は予算付けがしてある件であり、早急に改修すべきである。意識改革を窓枠修繕は予算付けがしてある件であり、早急に改修すべきである。意識改革を。。
町道諸鹿沢川町道諸鹿沢川線線

概概要要 諸鹿集落陳情案件の実態調査諸鹿集落陳情案件の実態調査。。
意意見見 基礎部分が崩れており早急に補修する必要がある基礎部分が崩れており早急に補修する必要がある。。
道の道の駅駅

概概要要 道の駅と若桜鉄道境界法面ひび割れ状況調査道の駅と若桜鉄道境界法面ひび割れ状況調査。。
意意見見 いずれ改修が必要になる、工法の検討をしておくこといずれ改修が必要になる、工法の検討をしておくこと。。

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報総務産業常任委員会調査報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

調査年月日 平成22年５月27日～28日、６月21日
調 査 地 ５月27日 所管施設等の管理状況調査

旧池田小学校→旧中原保育所→中原分館→ごみストックヤード→吉川分校→ゆはら
温泉→ 米分校→駅前トイレ
５月28日 町民体育館→ふれあい広場→ゆうゆうわかさ→陶芸工房→生涯学習情報
館→若桜小学校→若桜中学校→郷土文化の郷→たくみの館→三百田邸→歴史民俗資
料館→高野隣保館→老人憩いの家
６月21日 地域福祉センター「ドリーミー」→→若ざくらふれあい作業所→若桜保育→若ざくらふれあい作業所→若桜保育所所
→自立支援ハウス

意 見
教育委員会

☆温水プールの入り口に駐車場の案内表示をされたい。
☆町内にもっと観光及び施設案内看板を設置されたい。
☆ゆうゆう広場付近にあった街灯が撤去されているが、
早急に設置されたい。関連して、カーブミラーは、ゆうゆう
広場入口右側の生垣付近に移動されたい。

町民福祉課

☆本町の介護認定率は、県平均より低い状況である。介護予防の徹底による成果であればよいが、そ
うでない場合も考えられる。担当者によると、町の予防効果が出ているとの説明があった。今後も
取り組みの強化をされたい。

☆自立支援ハウスについては、当初目的から離れた運用がされており、目的を見直すなど、活用策の
検討を進められたい。

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報教育民生常任委員会調査報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

町道諸鹿沢川線

保保育所の視保育所の視察察

わわ かか ささ 議議 会会 だだ よよ りり（（（99））第133号第133号 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 平平成22年平成22年８８月月

６月９日
総務課（ブロードバンドについて）
質問 住民説明会に来られなかった住民への対応

はどうするのか。
説明 他町ではQ＆Ａ方式の資料を配付したりし

ているので本町でも取り組みたい。

税務課（国民健康保険税率改正について）
説明 国保運営協議会での税率改正はやむをえな

いとの答申により保険税不足分と、繰り越し
金減少による財源補填するため。

質問 増税に対する執行部の認識はどうか。
説明 最低限、税の落ち込み分を確保する必要があ

る。
意見 収税率向上に努め、また健康づくりを推進す

るよう、当事課との連携をして取り組みして
ほしい。

企画財政課
質問 若桜鉄道補助金の内容は。
説明 22年度より枕木交換も、安全対策事業での補

助対象となった。
意見 バスターミナルと観光案内所が併設されて

いるが表示が見にくく、分りづらい。
説明 早急に検討し対処したい。
意見 観光客目線で事業すべきである。

産業観光課
意見 農遊会への売り上げを把握して投資効果が

わかるようにして欲しい。
意見 車両リース、物品購入等は、様々な方向で検

討し購入すべきである。

町土整備課
質問 除雪車の修理費がかなり高額である、新車購

入の検討をしてみてはどうか。
説明 昨年購入しているので現在、交付金事業では

難しい。
質問 赤松団地街灯設置について、モデル的に

LEDを使用して見てはどうか。
説明 予算的には増額になるが、検討して見る。

※その他陳情（４件）の審査、議会報告会の意見に
ついて協議した。

総務産業常任委員会
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委委委 員員 会会 活 動 報活 動 報 告告

６月10日
町民福祉課
説明 一般会計補正予算、国保、老人保健、介護保

険、後期高齢者医療の各特別会計補正予算。
質問 子ども手当の受給者に外国人は入っている

か。
説明 該当者なし。
質問 非自発的退職者の取り組みはどうなってい

るか。申請行為となるか。
説明 前年度所得30％の割合で計算される。

窓口、広報紙で説明しているが、資格要件が
複雑で窓口で該当するか判断は難しい。

質問 人間ドックを含めると受給者は増えるか。
説明 受給者は増える。

教育委員会
質問 小中一貫校の進捗の状況は。
説明 小学校と中学校がレクリエーション的な交

流をしている。PTA、教育課程、学校建設
の３部会を設け、議論していく。

質問 中原分館の改造は公民館運営審議会からの
意見によるものか、改修計画の中で他の施設
（中原保育所等）の検討されたか。

説明 旧中原保育所に分館の機能をもたせるのは、
費用の面からしても困難と考えている。

東部広域行政管理組合可燃物処理施設建設促
進決議の取り扱いについて
要点 5月31日に東部広域行政管理組合の臨時議会

で決議され、合わせて１市４町で決議する事
になり、本委員会で協議した。

議論 処理施設建設準備までの経緯とともに大型
処理施設が必要かの問題、ごみの減量化、リ
サイクル、資源化、ごみゼロ先進地の例、維
持管理の問題、新施設耐用期限後の次期施設
場所等の問題について議論。

結論 反対１、賛成３で促進決議提出意見多数にな
るが、全員協議会での扱いとする。

教育民生常任委員会
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平
成

年
夏
、
今
年
は
異
常
気

20

象
と
も
思
え
る
暑
い
日
が
続
き
、９

月
に
入
る
と
少
し
涼
し
く
な
っ
た
。

そ
れ
も
つ
か
の
間
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
ア
メ
リ
カ

発
の
金
融
不
安
は
、日
本
、欧
州
も

巻
き
込
み
、株
価
の
暴
落
に
よ
る
世

界
恐
慌
か
？

テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で

報
道
さ
れ
て
い
る
。
涼
し
い
の
を
通

り
こ
し
て
背
筋
の
寒
く
な
る
思
い

で
あ
る
。

反
面
先
日
は
、４
人
の
方
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
合
計
で

人
16

と
な
る
明
る
い
ニュ
ー
ス
が
少
し
気

持
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

９
月
議
会
に
於
い
て

年
度
決

19

算
も
認
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、経
常
収
支
比
率
・
実
質

公
債
費
比
率
共
に
改
善
傾
向
に
あ

る
が
、
さ
ら
な
る
改
善
努
力
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議

長

谷
川

輝
久

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

藤
原

源
市

副
委
員
長

岡
本

和
廣

委

員

坂
本

等

委

員

奈
羅
尾
寿
夫
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議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
た
初

め
て
の
議
会
報
告
会
の
実
施
で

は
、
各
地
区
の
皆
様
に
は
夜
遅
く

ま
で
参
加
し
て
頂
き
有
り
難
う
御

座
い
ま
し
た
。

皆
様
と
間
近
で
の
説
明
や
意
見

交
換
が
出
来
、
大
変
よ
い
報
告
会

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
意
見
の
中
に
も
あ

り
ま
し
た
が
、
元
気
の
あ
る
町
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
行
く
中
、
町
民

の
幅
広
い
方
々
が
参
加
し
て
頂
け

ま
す
よ
う
計
画
、
提
案
し
、
前
向

き
に
進
め
な
が
ら
皆
様
と
近
い
立

場
で
の
議
員
活
動
に
努
め
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

と
し
て
は
、
わ
か
り
や
す
く
、
読

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ

う
、
思
考
し
な
が
ら
作
成
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議

長

岡
本

和
廣

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長

前
住

孝
行

副
委
員
長

中
村

敏
明

委

員

奈
羅
尾
寿
夫

委

員

山
本

晴
隆

も
の
は
、
用
意
さ
れ
た
場
所
や
施

設
で
は
な
く
、
自
由
に
親
子
で
歩

き
、
同
じ
目
線
で
、
同
じ
場
所
を

見
て
、
同
じ
音
を
聴
い
て
、
同
じ

匂
い
を
嗅
げ
る
場
所
で
…
。

親
子
で
、
同
じ
今
を
、
そ
の
時

を
一
緒
に
過
ご
し
歩
く
「
歩
育
」

は
、
若
桜
だ
か
ら
…
実
現
で
き
る

こ
と
か
も
。
豊
か
な
四
季
折
々
の

お
父
さ
ん
と
…
お
母
さ
ん
と

…
「
歩
育
｣
。
私
は
こ
の
言
葉
を

目
に
し
た
時
、
若
桜
に
ぴ
っ
た
り

な
の
で
は
…
と
思
い
ま
し
た
。

「
歩
育
」

歩
き
育
つ
。
歩
い
て
育
て
る
。
歩

く
こ
と
で
育
つ
。
歩
き
な
が
ら
育

む
。
歩
く
こ
と
で
育
め
る
こ
と
。

と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う
か
。

ほ
い
く
。「
歩
」「
育
」。

こ
の
二
文
字
か
ら
生
ま
れ
る

自
然
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、
親
子

で
発
見
！
感
動
！
で
き
る
「
歩

育
」
を
。

豊
か
な
自
然
い
っ
ぱ
い
の
若

桜
で
、
子
ど
も
は
伸
び
伸
び
と
、

大
人
は
自
然
に
対
す
る
思
い
を

見
直
し
、
同
じ
時
を
共
有
し
な
が

ら
の
子
育
て
、
個
育
て
を
…
こ
の

贅
沢
な
時
間
が
過
ご
せ
る
若
桜

無
我
夢
中
で
頑
張
っ
て
き

た
子
育
て
も
、
や
っ
と
余
裕

が
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
ふ

と
町
の
様
子
を
見
て
は
様
々

な
場
面
で
寂
し
さ
を
感
じ
て

し
ま
う
事
が
あ
り
ま
す
。

少
子
化
も
そ
の
一
つ
で
す

が
、
我
が
子
も
い
つ
か
は
県

外
へ
出
る
時
が
来
る
と
覚
悟

し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、有
り
難
い
こ
と
に

子
ど
も
た
ち
は
県
内
へ
の
進

学
を
希
望
し
て
く
れ
ま
し
た
。

長
女
は
大
学
４
年
に
な
り
就

活
中
で
す
が
、自
宅
か
ら
通
え

る
企
業
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
地
域
の
方
に
温

か
く
支
え
て
頂
い
た
事
、若
桜

が
好
き
だ
か
ら
地
域
に
貢
献

し
て
い
け
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。親

バ
カ
で
す
が
、大
変
嬉
し
か
っ

た
で
す
。と
同
時
に
町
に
対
し

て
の
思
い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。

町
は
一
つ
の
家
族
で
す
。こ

れ
か
ら
の
町
の
た
め
に
も
今

以
上
に
若
い
人
の
声
を
聴
く

こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
声
が
町
の
た
め
に
役

立
っ
た
時
、よ
り
一
層
町
に
対

す
る
思
い
も
強
く
な
り
、若
桜

町
の
発
展
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。難
し
い
意

見
よ
り
素
直
な
意
見
が
大
き

な
力
に
な
る
事
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。も
っ
と
柔
軟
な
心
を

持
ち
、目
に
見
え
な
い
部
分
で

の
町
づ
く
り
を
議
員
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
小
さ
な
お
願
い
で
す
。

町
も
一
つ
の
家
族

君野 和枝さん
（上町）

若
桜
で
「
歩
育
」
を

城本 美佳さん
（中原）

意意見をお寄せくださ意見をお寄せくださいい
メール：gikai＠town.wakasa.tottori.jp

ＦＡＸ：0858（82）2222

で
、「
歩
育
｣
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

ゆ
っ
く
り
と
…
ゆ
っ
た
り
と
…

こ
こ
若
桜
で
「
歩
育
」
を
と
思
っ

た
り
し
て
み
ま
し
た
。
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